




































































































































巨海百川所帰。故以法帰為名」（T55, no. 2145, p. 63, b28-c4）を参照。また、「法本」に
ついては、『維摩経玄疏』巻第三に、「一修多羅蔵者、修多羅、此或言無翻。或言有翻
者、亦有多家不同。而多用法本為翻。所謂出世言教之本、故云法本。即是四阿含経也」




9　 達 磨 波 羅　『 雑 阿 毘 曇 心 論 』十 一 巻 の 著 者 で、法 救 と 漢 訳 さ れ る。梵 名 は
Dharmatrātaなので、達磨多羅が適当である。たとえば、『三論玄義』、「千年之間有
達磨多羅、以婆沙太博四巻極略、更撰三百五十偈、足四巻合六百偈、名為雑心也」
（T45, no. 1852, p. 2, c4-6）を参照。
10　無比法　abhidharmaの漢訳。『維摩経玄疏』巻第三、「三阿毘曇蔵者、阿毘曇、此翻
言無比法。聖人智慧分別法義戒定無比、故云無比法」（T38, no. 1777, p. 532, b25-27）
を参照。


















































































no. 1646, p. 239, b2）を参照。なお、『四教義』巻第十二、「成実論主云、我今正欲論三
蔵中実義」（T46, no. 1929, p. 768, b5）を参照。
15　別　底本の「明」を、『維摩玄疏籖録』、『四教義』によって「別」に改める。『維摩玄
疏籖録』巻四に、「明は、『大本』に別に作る」とある。『四教義』巻第十二、「毘婆娑論・
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王言、仁者心有高下、不依仏慧、故見此土為不浄耳」（T14, no. 475, p. 538, c12-18）を
参照。
23　諸天は宝器を共にして食す。其の果報に随いて、飯の色に異なり有り　『維摩経』







品用通教別教円教、弾呵十大弟子及五百羅漢」（T46, no. 1929, p. 768c10-11）を参照。
『維摩経玄疏』訳注（８）（ 65 ）

















問疾」（T14, no. 475, p. 542, a23-25）とあるのを参照。
27　五義　『維摩経』巻上、弟子品、「迦旃延白仏言、世尊、我不堪任詣彼問疾。所以者何。
憶念昔者、仏為諸比丘略説法要、我即於後、敷演其義、謂無常義・苦義・空義・無我義・
寂滅義」（同前, p. 541, a12-16）を参照。
28　富楼那、穢食をば宝器に置く　『維摩経』巻上、弟子品、「時維摩詰来謂我言、唯。
富楼那、先当入定，観此人心、然後説法。無以穢食置於宝器、当知是比丘心之所念、
無以琉璃同彼水精」（同前, p. 540, c26-28）を参照。
29　滅定を起たずして諸の威儀を現じ　『維摩経』巻上、弟子品、「時維摩詰来謂我言、
唯。舍利弗、不必是坐、為宴坐也。夫宴坐者、不於三界現身意、是為宴坐。不起滅定而
現諸威儀、是為宴坐」（同前, p. 539, c19-22）を参照。
30　癡愛を断ぜずして明脱を起こし　　『維摩経』巻上、弟子品、「若須菩提不断婬怒癡、
亦不与俱。不壊於身、而随一相。不滅癡愛、起於明脱」（同前, p. 540, b23-25）を参照。
31　亦た不縛不解なり　『維摩経』巻上、弟子品、「以五逆相而得解脱、亦不解不縛」（同
前, p. 540, b25-26）を参照。
32　四大菩薩　『維摩経』巻上、菩薩品に出る、弥勒菩薩、光厳童子、持世菩薩、長者子
善徳を指す。


























来仏国之行」（同前, p. 769, a1）を参照。
36　妙喜世界　阿閦仏（無動如来）の浄土の名。『維摩経』巻下、見阿閦仏品、「是時仏告

































（T38, no. 1780, p. 866, b4-7）を参照。























住則無本。文殊師利、従無住本、立一切法」（T14, no. 475, p. 547, c21-22）を参照。
40　此の『経』に云わく、「三たび法輪を大千に転ず。其の輪は本来常に清浄なり」　『維
摩経』巻上、仏国品、「三転法輪於大千　其輪本来常清浄　天人得道此為証　三宝於
是現世間」（同前, p. 537, c19-20）を参照。
41　八音　仏の八種のすぐれた声のこと。『法界次第初門』巻下之下、「八音初門第
五十九。一極好、二柔軟、三和適、四尊慧、五不女、六不誤、七深遠、八不竭」（T46, 



























仏子行道已　来世得作仏」（T09, no. 262, p. 8, b25-26）を参照。
43　此の『経』に云わく、「文字を離れて解脱の相を説くこと無く、文字の性離るれば、
即ち解脱なり」　『維摩経』巻中、観衆生品、「無離文字説解脱也。所以者何。一切諸法
是解脱相」（T14, no. 475, p. 548, a14-15）、同、巻上、弟子品、「一切言説不離是相。至
於智者、不著文字、故無所懼。何以故。文字性離、無有文字。是則解脱。解脱相者、則
諸法也」（同前, p. 540, c17-20）を参照。
44　『金光明経』に云わく、「仏の真の法身は、由お虚空の如し。物に応じて形を現わす
は、水中の月の如し」　『金光明経』巻第二、四天王品、「仏真法身　猶如虚空　応物
現形　如水中月　無有障礙」（T16, no. 663, p. 344, b3-5）を参照。






























（T55, no. 2145, p. 58, b5-6）を参照。
46　此の『経』に云わく、「復た成道を示現し転法輪を起こすと雖も、菩薩行を捨てず」
　『維摩経』巻中、文殊師利問疾品、「雖得仏道転于法輸入於涅槃、而不捨於菩薩之道、















































































































































































475, p. 537, a7-8）を参照。



















見阿閦仏品、「如自観身実相、観仏亦然」（T14, no. 475, p. 554, c29-p. 555, a1）を参照。
56　下の文に云わく、「衆生、賢聖、弥勒、一切法は、一如にして二如無きなり」　『維摩
経』巻上、菩薩品、「一切衆生皆如也。一切法亦如也。衆聖賢亦如也。至於弥勒亦如也」
（同前, p. 542, b12-13）を参照。
57　『華厳経』に云わく、「心・仏、及び衆生の是の三に差別無し」　『六十巻華厳経』巻
第十、夜摩天宮菩薩説偈品、「心如工画師　画種種五陰　一切世界中　無法而不造　









































一者仏自口説、二者仏弟子説、三者仙人説、四者諸天説、五者化人説」（T25, no. 1509, 
p. 66, b4-6）を参照。




































































































































































































言、我不能自断汝疑。能証我法、汝疑自断」（T32, no. 1646, p. 244, b8-10）を参照。
73　此の『経』の文に、具さに他方の国土の仏事の不同を出すが如し　『維摩経』巻下、
菩薩行品、「或有仏土以仏光明而作仏事……諸仏威儀進止、諸所施為、無非仏事」（T14, 






















亦等。諸法等者、於食亦等」（同前, p. 540, b21-22）を参照。
77　「能く一食を以て一切に施す」　『維摩経』巻上、弟子品、「以一食施一切、供養諸仏、
及衆賢聖、然後可食」（同前, p. 540, b7-8）を参照。
78　『大品経』に云わく、「諸法等しきが故に、般若波羅密も等し」　『大品般若経』巻第
二十七、法尚品、「諸法等故、当知般若波羅蜜亦等。諸法離故、当知般若波羅蜜亦離」









































上、菩薩教化品、「空慧寂然無縁観　還観心空無量報」（同前, no. 245, p. 827, c11）を
参照。






















德、夫覚観中無字無声、離於覚観、亦無声字、覚観之体、即非覚観」（T13, no. 397, p. 
76, c4-8）を参照。
85　此の『経』に云わく、「弟子衆の塵労は、意の転ずる所に随うなり」　『維摩経』巻中、




































切衆生類　皆悉依虚空　虚空無所依」（T09, no. 278, p. 624, a27-b1）、同、「譬如微塵
内　有一大経巻　三千世界等　無益衆生類　爾時有一人　出興於世間　破塵出経巻
　饒益一切世」（同前, p. 625, a6-9）を参照。
